
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

頭から被って着る衣服において、着脱衣補助帯は上記着脱衣補助
帯の一端と他端の中間に位置するように設置した止め輪を通して設けられ、かつ、上記着
脱衣補助帯の他端側に上記止め輪に係止される抜け止め係止具を備え、上記着脱衣補助帯
の他端の保持をはずしたとき、上記着脱衣補助帯の一端の固着部と上記止め輪との間にお
いて、上記着脱衣補助帯によるループが形成できるようにしたことを特徴とする高齢者身
体不自由者用衣服。
【請求項２】
　着脱衣補助帯は一対の紐であり、かつ、他端は互いに結び合わせて保持することを特徴
とする請求項１記載の高齢者身体不自由者用衣服。
【発明の詳細な説明】
【発明の属する技術分野】
【０００１】
　本発明は、高齢者身体不自由者の中で、特に肩や腕、手など、上肢の動きの不自由な人
が着用する衣服である。
【従来の技術】
【０００２】
　高齢者身体不自由者を介護する人にとって、衣服を 考慮したものは多く
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一端が衣服の腰部分に固着されるとともに他端は任意の位置に留め外し自在に保持される
着脱衣補助帯を備えた、

着脱させやすく



あるが、着用者 が使いやすく考慮した衣服は少ない。特に頭から被って着るデザイン
の衣服で、着脱が容易にできる様工夫した物は見あたらない。
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　頭からかぶって着る衣服で 、前開きの衣服と比べ、ボタンや面ファスナー

不快感がなく、肌を傷つける心配がない。特に、直接肌に触れたり、肌を保護す
る衣服には、欠くことができないデザインである。しかし、肩や手など、上肢の動きが不
自由な高齢者身体不自由者にとって、後身頃が背中に引っかかり、上げ降ろしが難しく着
脱しづらいという問題がある。
【０００４】
　本発明の目的は、特に、肩や腕、手など、上肢の動きが不自由な高齢者身体障害者が、
頭からかぶって着る衣服を、容易に着脱できるように工夫した衣服である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するため、本発明の高齢者身体不自由者用衣服は、頭からかぶって着る
デザインの衣服に 着脱衣補助帯の一端と他端の中間に止め輪を設け、着脱
衣補助帯の一端を固着し、 端に抜け止め係止具を設け た。
【発明の実施の形態】
【０００６】
　図４～６に基づいて、 実施例を説明する。着脱衣補助帯１の一端を固着し
、他端はボタン６を使用し、留め外しを自在にしたものである。ボタンの他に面ファスナ
ーでもよい。衣服の腰回り横に止め輪７を設けている。着脱衣補助帯１をボタン６から外
し、後ろに引っ張ると留め輪７に抜け止め係止具９が引っかかり、ループ１ｂができる。
高齢者身体不自由者で握力が弱い人、手が硬縮して掴むことができない人が、頭からかぶ
る衣服の着脱に適している。着脱衣補助帯１を外し、頭から衣服をかぶり、できたループ
１ｂに手を入れて下に引っ張ると、背中５ａに引っかかった衣服の後身頃がはずれて容易
に着ることができる。脱ぐときは、着脱衣補助帯１をボタンから外し、ループ１ｂに手を
入れて、上に持ち上げると容易に脱ぐことができる。
【０００７】
　図７～９に基づいて、 実施例を説明する。着脱衣補助帯が紐の場合である
。結び合わせを解き、後ろに引くと止め輪７に引っ掛かり、ループ１ｂができる。テープ
、ベルト使用時よりも大きなループ１ｂができるために、高齢者身体不自由者で、腕が上
がり難い人が頭からかぶる衣服の着脱に適している。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明は上記のように、着脱衣補助帯を設けたので、頭からかぶって着る衣服であっ
ても、高齢者身体不自由者が容易に着脱することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】正面図である。
【図２】側面図である。
【図３】背面図である。
【図４】本発明の第 の実施例を示す正面図である。
【図５】本発明の第 の実施例を示す側面図である。
【図６】本発明の第 の実施例を示す側面図である。
【図７】本発明の第 の実施例を示す正面図である。
【図８】本発明の第 の実施例を示す側面図である。
【図９】本発明の第 の実施例を示す側面図である。
【図１０】側面図である。
【図１１】側面図である。

10

20

30

40

50

(2) JP 3855190 B2 2006.12.6

自身

は を必要とし
ないので

備えられている
他 てループを形成するようにし

本発明の第１

本発明の第２

１
１
１
２
２
２



【符号の説明】
【００１０】
１　着脱衣補助帯
１ａ　着脱衣補助帯　はずし時
１ｂ　着脱衣補助帯　はずし時ループ状
１ｃ　着脱衣補助帯　はずし時
２　面ファスナー　ループ面
３　面ファスナー　フック面
４　着脱衣補助帯固着部
５　衣服の正面
５ａ　衣服の側面
５ｂ　衣服の背面
６　ボタン
７　止め輪
８　ボタン穴
９　抜け止め係止具
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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